
令和８年度　  　入学試験理科問題

注 �○解答は解答用紙の枠からはみ出さないように記入すること。 
○問題用紙は持ち出さないこと。
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次のア ～ カの 6 種類の水溶液を分類するために，実験 1 ～ 4 を行いました。図 1

は，ア ～ カの水溶液をグループＡ～Ｉに分類したものです。次の各問いに答えな

さい。

ア　エタノール水溶液　　　イ　アンモニア水　　　ウ　塩化銅水溶液

エ　塩化ナトリウム水溶液　　　オ　うすい塩酸　　　カ　砂糖水

実験１：

6 種類の水溶液の色をそれぞれ観察し，有色のものをグループＡ，無色透明の

ものをグループＢに分けた。

実験２：

グループＢの水溶液それぞれについて，電気を通すかどうかを調べた。

電気を通した水溶液をグループＣ，電気を通さなかった水溶液をグループＤに

分けた。

実験３：

グループＣの水溶液それぞれにBTB溶液を数滴加え，色の変化を観察した。

BTB溶液を加えたときに，黄色になった水溶液をグループＥ，緑色になった水

溶液をグループＦ，青色になった水溶液をグループＧに分けた。

実験４：

グループＥ，Ｆ，Ｇの水溶液それぞれを蒸発皿に入れ，加熱した。加熱後に固

体が残った水溶液をグループＨ，何も残らなかった水溶液をグループＩに分け

た。

〔 1 〕
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図 1

⑴　グループＡに分類された水溶液をア ～ カからすべて選び，記号で答えなさい。

⑵　グループＣに分類された水溶液は何種類ですか。

⑶　グループＥ，Ｆに分類された水溶液をそれぞれア ～ カからすべて選び，記

号で答えなさい。

⑷　グループＩに分類された水溶液をア ～ カからすべて選び，記号で答えなさい。
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図 1 のようになめらかな斜面上に置いた台車を点Ｐから静かにはなしました。台

車には紙テープがつけられ，1 秒間に60回打点する記録タイマーで台車の運動の

様子を記録しました。図 2 はテープの打点がはっきり読めるところから 6 打点ご

とに切り離し，台紙に貼りつけたものです。次の各問いに答えなさい。ただし，

図 1 は，台車が運動した経路の一部だけを示したものです。また，この実験では

摩擦や空気抵抗はないものとします。

図 1

図 2

⑴　ｄ～ｇの記録テープの区間における台車の運動を何といいますか。漢字で答

えなさい。
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⑵　⑴の運動を表したグラフをア ～ エから 1 つ選び，記号で答えなさい。

⑶　図 2 のｂの記録テープの区間における台車の平均の速さは何cm/秒ですか。

⑷　図 2 のａ～ｇの記録テープの区間における台車の平均の速さは何cm/秒です

か。小数第 1 位まで求めなさい。

⑸　図 2 の記録テープから，点Ｐを出発した台車はどのような経路を運動したと

考えられますか。ア ～ エから 1 つ選び，記号で答えなさい。
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図 1 は，ヒトの血液の循環のようすを模式的に示したもので，Ａ〜Ｊは血管を表

しています。次の各問いに答えなさい。

　　　　　　図 1

⑴　図 1 に示した肝臓と小腸を結ぶ血管Ｅの血液が流れる向きは，次のア，イの

どちらですか。記号で答えなさい。

ア　小腸から肝臓　　　　　イ　肝臓から小腸

〔 3 〕
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⑵　血管Ｂの中を流れる血液は，次のア，イのどちらですか。記号で答えなさい。

ア　動脈血　　　　　イ　静脈血

⑶　二酸化炭素が最も多く含まれている血液が流れる血管として最も適切なもの

を図のＡ～Ｊから 1 つ選び，記号で答えなさい。

⑷　次のじん臓の説明について，（ ① ）に当てはまる語句を漢字で答えなさい。

　「有害なアンモニアは肝臓へ運ばれ，無害な（　①　）に変えられます。じん

臓は血液中の（　①　）などをこしとる器官です。また，血液中の塩分の濃

度や水分の量を調節する重要なはたらきもあります。」
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⑸　図 2 は血液の成分を模式的に表したもので，⒜ ～ ⒞は固形の成分，⒟は液

体の成分を表しています。なお，⒝は中央がくぼんだ円盤の形をしていま

す。図 2 の血液について，⒜ ～ ⒟に当てはまる組み合わせをア ～ オから 1 つ

選び，記号で答えなさい。

　　　　　　図 2

⒜ ⒝ ⒞ ⒟

ア 白血球 赤血球 血しょう 血小板

イ 赤血球 白血球 血しょう 血小板

ウ 白血球 赤血球 血小板 血しょう

エ 赤血球 白血球 血小板 血しょう

オ 血小板 赤血球 白血球 血しょう

（a）
（d）

（c）

（b）
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⑹　ヒトは生きるために食物をとり，その栄養分は小腸の柔毛で吸収されます。

図 3 は，小腸にある柔毛を模式的に示したものです。米に多く含まれる炭水

化物が分解された物質は，図 3 の⒠，⒡のどちらの管に入りますか。記号で

答えなさい。また，その管の名称を答えなさい。

　　　　　　　　　　図 3 （e）

（f）
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太陽を中心とした地球の公転と，地球から見える星座について調べました。図 1

は春分，夏至，秋分，冬至の日の地球，太陽およびそれぞれの地球から真夜中に

南の空に見える星座の位置関係を示したものです。図 2 は大阪のある場所で 1 月

10日の午後 9 時に見えたオリオン座の位置，形をスケッチしたものです。このと

き，恒星Ｘは，ほぼ真南に見えました。次の各問いに答えなさい。

　図 1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2

⑴　春分，冬至の日の地球はどれですか。図 1 のＡ～Ｄからそれぞれ選び，記号

で答えなさい。

⑵　地球の公転の向きは図 1 のａ，ｂのどちらですか。記号で答えなさい。

⑶　地球がＣの位置からＤの位置まで動くには約何ヶ月かかりますか。

⑷　春分の日，真夜中に南の空に見える星座は何ですか。図 1 の星座から 1 つ選

び，答えなさい。

⑸　図 2 のオリオン座が東の地平線から現れてから，南中するまでに何時間かか

りますか。

⑹　 1 か月後の 2 月10日に同じ場所で観測したとき，オリオン座の恒星Ｘが図 2

と同じ位置に見えるのは，午後何時ごろですか。

⑺　 1 か月後の 2 月10日に同じ場所で午後 9 時に観測したとき，オリオン座の恒

星Ｘの位置は，1 月10日の午後 9 時の位置と比べてどの方向に移動していま

すか。図 2 のア，イから 1 つ選び，記号で答えなさい。

〔 4 〕
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下の表は，水素15cm³にいろいろな体積の酸素を混合して点火したとき，反応せ

ずに残った気体の体積を示したものです。次の各問いに答えなさい。

水素の体積（cm³） 15 15 15 15 15

酸素の体積（cm³） 0 3.0 6.0 9.0 12

点火後，反応せずに残った気体の体積（cm³） 15 9.0 3.0 1.5 4.5

⑴　水素15cm³と酸素 4 cm³の混合気体を点火したとき，反応せずに残った気体

の体積は何cm³ですか。

⑵　水素15cm³とある体積の酸素の混合気体を点火したとき，反応せずに残った

気体の体積が 0 cm³でした。点火前の酸素の体積は何cm³ですか。

⑶　次の⒜ ～⒞に数字を入れて化学反応式を完成させなさい。ただし，1 の場合

は 1 と答えること。

⒜　H 2 　＋　⒝　O 2 　→　⒞　H 2 O

〔 5 〕
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⑷　水素に，いろいろな体積の酸素を混ぜて点火すると水ができました。今回の

実験で用いた酸素の体積と反応後に生じた水の質量の関係を正しく表してい

るグラフはどれですか。ア ～ エから 1 つ選び，記号で答えなさい。

⑸　酸素や水素を発生させる方法として正しいものを，次のア ～ エからそれぞ

れ 1 つ選び，記号で答えなさい。

ア　うすい塩酸にマグネシウムを加える。

イ　塩化アンモニウムと水酸化カルシウムを混ぜて加熱する。

ウ　うすい過酸化水素に二酸化マンガンを加える。

エ　炭酸水素ナトリウムを加熱する。
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図 1 は，電熱線A，Bに電圧をかけたときに流れる電流を測定し，グラフにしたも

のです。次の各問いに答えなさい。

　　図 1

⑴　電熱線Ａ，Ｂの抵抗の大きさを，それぞれ求めなさい。

〔 6 〕
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⑵　図 2 のように電熱線Ａ，Ｂを並列に接続し，起電力10Ｖの直流電源を接続し

た回路を500 g の水が入った容器にいれました。このときの水温は25℃でし

た。次の①～④の問いに答えなさい。

　　図 2

①　図 2 の回路全体の抵抗の大きさは何Ωですか。

②　図 2 の電源を流れる電流の大きさは何Aですか。

③　図 2 の電熱線Ｂにおける消費電力は何Wですか。

④　図 2 の実験装置で，水中に入れた電熱線に 7 分間電流を流しました。水

をしっかりかき混ぜたのちに，水の温度をはかると何℃になると考えら

れますか。なお，電熱線から発生する熱は，すべて水の温度上昇に使わ

れたものとします。また，水 1 g が 1 ℃上昇するのに必要な熱量は4.2Ｊ

とします。

電熱線A

水面

電熱線B
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⑶　図 3 のように電熱線Ａ，Ｂを直列に接続し，起電力10Ｖの直流電源を接続し

た回路を500 g の水が入った容器にいれました。このときの水温は25℃でし

た。⑵④と同様に水中に入れた電熱線に 7 分間電流を流しました。水をしっ

かりかき混ぜたのちに，水の温度をはかると何℃になると考えられますか。

なお，電熱線から発生する熱は，すべて水の温度上昇に使われたものとしま

す。また，水 1 g が 1 ℃上昇するのに必要な熱量は4.2Ｊとします。

　　図 3
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